
西部管内の 
講座関係のＨＰ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

＜単元を貫く問い＞ 
条件を変更しても見つけた性質は 

成り立つのかな？ 

 

教
材
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授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!! 令和３年２月発行 

西部教育事務所 
 

目指す生徒の姿に向けて 
第３ユニットでの統合的・発展的に考察する活動
は、どのように構成すればよいか（授業の順番、
扱う図形、発問 等） 

発行 

令和４年１２月 

西部教育事務所 

四万十市立中村西中学校で
行われた、教材研究会と授業
研究会での授業づくりの様
子を紹介します。 

 
 
 
 
 本単元で扱う B(１)図形の相似イ(ア)は、中学校数

学の解説の中で最も「統合的・発展的」という言葉が

多く明記されている内容です。つまり B(１)イ(ア)で

示されている資質・能力を育成するためには、「統合

的・発展的」に考察する活動が欠かせないということ

です。そのためには、教科書に示されている図形を扱

いながら『何を、何のために、どのように統合
的・発展的に考え進めるのか』を明らかにした上

で、単元を描く必要があります。 

教師が意図
しない解答
がでてきそ
うだ！ 

統合的・発展的に考察する
活動で単元を構成する！ 

２セット目は「統合的・発展的に考察する力はど
のように育成すればよいだろうか？」というテーマ
を設定し、単元づくりを行いました！ 

目指す生徒の姿に向けて 
本時までの生徒の学習状況は、どのタイ
ミングで、どのように見取ればよいか
（評価方法 等） 

・統合的・発展的に考える生徒の姿とはどのような姿なのかを、具体的に持って単元を描いてい
くことが大切だと思った。 

・「自ら見いだした性質だからこそ、確かめたくなる」ような授業を目指したいです。 
・「条件を変えて考察する」ことに対して、「どのように」条件を変えて考察するかに意識がいっ

ていましたが、「なぜ」条件を変えて考察するのかを考えてみたことで、どのように条件を変
えていけばよいのか少し見えてきました。 

参加者の 

 
 

 
 統合的・発展的に考察する活動
は全国学力・学習状況調査の問題
として具体的に示されています。
問題の構成から数学的な問題発
見・解決の過程のどの局面を意識
しているのかを読み取ったり、ど
のような姿（表現）まで求め
ているのかを明らかにしたりし
て、指導と評価の一体化を進める
ことが大切です。 

統合的・発展的に考察する 

具体的な姿を明らかにする！ 
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【本時の目標】 
証明を振り返って、図形の性質について統合的に考察することができる。 
 
【本時における主な数学的な見方・考え方】 
図形の構成要素の関係や性質、推論の過程に着目し、論理的、統合的に考
えることができる。 

指導と評価の一体化の充実に向けて！ 

今回の学習指導案には「単元終了時の目指す姿」が示されています。

併せて、各ユニットに評価規準が位置付けられていますが、その評価

規準を基にどの授業で評価するのか、また評価の記録をどの授業
で残すのかまで学習指導案に示すことができるとよいでしょう。ま

た、日々の授業の中で、生徒の学習状況を適宜把握して指導に生かし

ながら評価が C になりそうな生徒を B に引き上げるためにも、評価

の記録をどの授業で残すのかを明確にすることが求められます。 

統合的・発展的に考察する場合は、命題をはっきりさせたうえで、「どのよう

に統合しようとしていたのか」という着地点を明確にしておくことが大切です。

生徒たちがどのような前提でどのような結論が成り立つ性質を考えているのか

を理解した上で、同じ結論が成り立つように前提はどこまで変えることができ

るのかについて探っていることを生徒が自覚できていることともいえます。つ

まり、本時でいうと前時に示した命題から、どのような前提の図形なら
ば結論が平行四辺形になるのかを追究しているという自覚と見通しを生

徒自身が持ちながら考察していることが大切です。本質とは「ある結論が成り立

つための前提」と捉えることもできるのではないでしょうか。他にも、中にでき

る四角形が正方形や長方形、ひし形になるための前提（四角形 ABCD がどのよ

うな四角形ならば･･･）を追究する活動も考えられます。生徒の実態に応じて、

生徒が働かせた見方・考え方を大切にしながら、意図的・計画的に単元の中でこ

のような統合的・発展的に考察する活動を位置付けることが大切です。 

本質的な条件を見いだす！ 

どのようなことを目指して統合的・発展的に考察するのか？ 

＜授業者＞ 
上田 侑平 教諭 

＜講師＞ 
文部科学省 
国立教育政策 

研究所 
中学校数学 
学力調査官 
 
伊吹 竜二 氏 

 ＜単元を貫く問い＞ 

単元のはじめのユニットから、＜単元を貫く問い＞を基
に、条件を変えて考察する活動を取り入れ、条件を変える
前と変えた後の結果やその考察の過程を振り返ることで、
新たな性質を見いだしたり、それらの図形に共通する本質
的な条件を見つけたりする力を育成してきました。 

つまり、指導と評価を一体的に進

めるためには、「単元終了時の目指

す姿」に向けて、いつ、どこで、ど

のように評価するのかを明確にし

て指導し、さらに評価したことを

指導に生かすことが大切です。 


